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ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書 

 

令和 7年 11月 19日         

所在地 千葉県松戸市殿平賀211－8 

名 称 株式会社ＯＴ２ 

代表者 篠崎 由佳 

 

 当社は、ＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に貢献することを宣言します。 

 

１ 関係するＳＤＧｓ目標（ゴール） （※該当するゴールに○を入れてください） 

① 貧困 

〇 
②飢餓 

 
② 保健 

〇 
③ 教育 

〇 
④ ジェンダ

ー 〇 
⑥水・衛生 

〇 
⑦エネルギー 

〇 
⑧成長・雇用 

〇 
⑨イノベーション 

〇 
⑩不平等 

〇 
⑪都市 

〇 
⑫消費・生産 

〇 
⑬気候変動 

〇 
⑭海洋資源 

 
⑮陸上資源 

〇 
⑯平和 

〇 
⑰実施手段 

〇 
 

２ ＳＤＧｓ達成に向けた経営方針等 

当施設は、障がいのある方々が安心して暮らし、地域で自分らしく活躍できる社会の実

現を目指す事業者として、SDGsの理念を経営の中心に据え、持続可能な施設運営と地域

貢献を推進していく。私たちの経営方針は、「誰一人取り残さない社会づくり」を基本理

念とし、福祉・教育・雇用・地域連携の各領域でSDGsの目標達成に寄与することを目的

としている。 



まず、障がい者グループホームの運営においては、利用者一人ひとりの尊厳を守り、安

全・安心な生活環境を提供するとともに、健康支援、生活訓練、社会参加の機会づくり

を通じて、目標3（すべての人に健康と福祉を）に貢献する。また、障がい者の特性を理

解した就労機会の創出や、関連事業の立ち上げを進めることで、目標 8（働きがいも経

済成長も）に寄与し、地域内の雇用循環を強化する。 

さらに、障がいの有無を問わない児童の育成環境づくりや、児童が大人になった際の就

労の受け皿づくりを推進し、教育・人材育成・地域共生の視点から、目標4（質の高い教

育）、目標10（人や国の不平等をなくそう）、目標11（住み続けられるまちづくり）へ貢

献する。 

経営面では、食品ロス削減、適正な物品管理、エネルギー効率化を通じて、目標12（つ

くる責任つかう責任）と目標13（気候変動に具体的な対策を）を重視した施設運営を行

う。また、行政、企業、学校、医療・福祉機関、地域団体など、多様なパートナーとの

協働体制を構築し、目標17（パートナーシップで目標を達成しよう）の実践を進める。 

これらの方針を基盤に、当施設は事業の発展と社会的価値の創出を両立させ、持続可能

な社会の実現に向けて責任ある経営を継続していく。 

 

 


